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助成事業の概要

高次脳機能障害者の絵画活動による生活の
質向上の検証

で、当所で注意力、ＴＥＡとＷＨＯＱＯＬ質問票
の訓練前後の資料は４名になっていた。協力団体
の６名は、ＷＨＯＱＯＬ質問票のみを施行され
た。　参加者が少なかったために統計処理の対象
にはならなかったが、当所の絵の教室参加者４名
の方のWHOQOL質問票で、前後のプロフィール
とＱＯＬ平均値に変化がみられた。１名は勤務先
の問題行動によって作業内容が変化したことで、
ＷＨＯＱＯＬ質問票に肯定的でない変化もあった
が、他の３名については項目１の身体的領域、２
の心理的領域、３の社会的関係、４の環境のう
ち、身体面の改善のあった１人については、心理
的領域、環境に５点以上の肯定的な変化があっ
た。本人は楽しかったと言っていた。身体的領域
の多少の点数減少があったが、心理的領域が５
点、社会的領域が３点の増加を示した１人はとて
も熱心に絵を描いてきて、１ヶ月に２枚程度の完
成品を持ってきた。他の１人は身体領域は不変だ
が、他の３領域に肯定的変化を示していた。つま
り、社会的問題の無かった３名は明らかに生活の
質の向上を示したと考えられた。
　絵の訓練をしていない当所在籍者、協力団体の
参加者ではＷＨＯＱＯＬ質問票の結果は肯定的で
なく、協力団体での間接的な指導での絵の効果は
認められなかった。
　少数例で結論を出すまでにはいたらなかった
が、３名の心理的領域の肯定的変化がもっとも著
明で、社会面と環境がそれに続いた。結果とし
て、そのような生活の質の変化が、絵画活動によ
り認知機能よりも心理的変化に肯定的に作用した
ことが考えられた。いずれの方もＴＥＡの認知心

従来の訓練材料としては、当所で独自に作成
（一部市販されている）した練習帳を使って認知
訓練をしてきたが、外傷性脳損傷の後遺症の１つ
である保続現象の現れと思われる絵画活動に毎日
の数時間を使っている方が現れ、注意力の改善は
絵画活動を通じて出現した。そこで、絵を画くこ
とが認知訓練になるかどうかを判定するため、今
回の試みとなった。訓練期間は一年間を使い、そ
の内容は主として絵を描くことを家の活動とし
て、１週間に１回絵の先生にチェックを頂き、絵
が上手になるとともに絵画活動によって、認知機
能の向上を目指すとともに、練習帳訓練ではあま
り認められない、情緒面での改善の有無を検討し
た。客観的な成果の指標として注意力の神経心理
学的テスト（日常の注意テスト、英国製、ＴＥＡ
と略称）と生活の質の向上を検討できる可能性を
持つ、ＷＨＯＱＯＬ質問票（金子書房）を使用し
た。従来の練習帳形式と同じような４つの原則に
よる訓練をもくろんだが、家庭で毎日という原則
は必ずしも守られなかったが、参加者は教室内で
は皆熱心に絵を描いた。

事業の成果

毎週の絵の教室参加者は６名であった。さらに
調布ドリーム施設の参加者６名を含めて、合計１
２名で発足し、絵の先生は近くにある東京芸大の
２名の先生に絵の指導を依頼した。１年間の間当
所６名のうち、１名は入院し、１名は途中中断
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今後の展開

成果は近くの藍染めギャラリーを２日間借り
て公表した。５０ｍ位しかはなれていない会場で
あるために、成果を見に来られた方に当研究所に
までお出で頂き、成果についてのご意見を頂くこ
とができたのは好都合であった。３０名の参加が
あった。付随の写真や脳の回復の表紙、内容の一
部を参考のこと。また、この事業のQOLの変化
については
症例を増やして、統計的処理をして、成果の
発表としていく予定である。添付して表について
は、当所が毎月第４土曜日に開催している研究会
ですでに報告してある。また、この報告は次号の
NPO機関誌である「脳と回復」、２０１５年夏
号に乗せることになっている。

成果の広報・公表

理学的変化は認められなかった。

今後この活動を続けたいという方が４人中全
員であったので、広く会員を募集して、絵の教
室として、４月から再出発することになった。
一般の方を交えての外傷性脳損傷者の方の絵画
活動がどう代わっていくか検討したいと思って
いる。予算的措置がなされないので、今後は月
に５０００円の会費を取って先生方が、独自で
運営されていくというので、成功を祈ってい
る。外傷性脳損傷の方には引き続き追跡調査と
して、注意力の認知機能とＷＨＯＱＯＬ質問票
を施行して行く予定である。


